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それからキミ。Jllb面 の音 なら

僕も知っているよ。そう、そぅ

なんだ。懐かしい響きだ。

ビアノを弾いた女の子。キ ミ

は前からピアノを弾いてみたく

てしようがなかったんだよネ.

それにキミが黒柳先生を大好き

だつてことも、僕にはよくわか

つているよ。

ああ、キミたち。キミたちは

本当に音楽家だ !

気づ か ぬ ワク

起き上がるとそばに博子 (妻 )

がいた。夢の話をしてあげた。

「黒柳先生は素晴らしい人だね

工。和音というものを ドミツと

か ドフアラとか観念ll■ に教え込

もうとしないで、 気`持ちのい
い響き、として実感で学ばせよ

うとしたんだから。本当に音楽

というものを知っている人なん

だろうねぅでも、ここで大切な

のは、黒柳先生でさえも ｀大人、

の考え方をしてしまったという

ことでね、ほら、ピアノという

ワクを与えてしまったんだ。幸

い子供たちは黒●ll先生以上に自

由だったからピアノに固定され

ずに木や土のメロデ ィーを聴い

ていたけど。それにしても僕た

ち大人というのは、知 らず知ら

ずのうちに子供たちにワクを与

えてしまって、つまらない人間

になるように仕向けているのか

もしれないね。理由も聞かずに

しかつたり、理由を説明しない

で禁上したり……。大人はもう

一度自分を見つめ直して、本当

に大人の考え方が正しいのか、

子供は FP」を求めているのか、人

間の自由とは何かについて考え

てみる必要があると思うよ。お

互い宇宙哲学を学んでいるから

には、自分たちの子供にだけで

なく、どの子供にたいしても、

どの大人にたいしても、そして

自分のどんな想念にたいしても

ワ`ク、を持たずに接してその

本質を 見るようにしたいね J

こんなにスラスラとしゃべっ

たはずはないが、だいたぃこん

なことをilい たかったはずだ。

も うひ とつの夢

夢 を 見た あ と 、続 きを 考 え て

み た 。黒 柳 先 生 は さ す が に 悟 り

が 早 く 、 あ の子 供 た ち を 見 て 自

分 の未 熟 さ を 反 省 し 、 そ し て こ

I[」 ピ, i■ に合 IJ支 き

`大
会 も 5

回 ]を 迎 え よ う と し て ぃ ます .

私 に と って tFい 出 深 い大会 は 、

私 た ち の結 婚 1週間 後 に催 され

た 、昭和 54年 5月 27日 の 第 2 Lll
「日1台支 部 大会 で す (や年 か ら 日|

形 支 部 と 合 同 で 開 く こ と に な り

ま し た). 堪 l_nも つ い て ぃ な ぃ

新

「

で の 前 夜 祭 は 、 こ との ほ か

愉 快 で し た 。 ま た 、・
lい 部屋 に

ひ し め き 合 い な が ら発 生 を l■lん

で の 一 時 は 、二 人 に と って記 念

す べ き 日と /.り ま した 。

あれ か ら 5年 、私 は専 業 主 婦

と し て 育 児 に奮 闘 中 です 。 最 近

2歳に な る孝 文 (た か 方、み )は か

な り否 定 的 な :」 い方 を し 、舌L暴

な rJ動 を と tDま す 。少 々心 配 に

な り ます が 、よ く 考 え て み る と 、

大分 私 が影 響 を 与 えて い る よ う

で す 。あ る 意 味 で 子 は親 の鋭 的

存 在 と 言 え る で し ょう 。 だ か ら

こそ 、感 1青 に流 され る こ と な く 、

大 ,し、で も つ て受 け とめ て あ げ た

い と思 つ て い ます . 日の う ち

で |だ め |「 やめ な さ い |を あ

ま りに 多 く浴 び せ る こ と は少 々
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んなにも素敵な子供たちが自分

の生徒であることに深く感謝す

るだろう。そして一人一人を抱

きしめるだろう。

最近 夢`のあと、の光景に私

の娘 (汐 南)が出てくる。汐南は

丈夫そうな太い足をむき出しに

して雨上がりの水たまりに両足

を突っ込んでバシヤバシャして

いる。 (も ちろんこの問生まれ

たばか りだからそんなことはで

きるはずもないのだが、なぜか

3、 4歳 の姿になつている)そ
ばには黒柳先生のかわりに私が

いる。足を動かすたびに汐南の

おかっば頭は揺れて、太陽の光

にきらめく。夢中で、本当に楽

しそうで………。

夢のあとに一― 私はまた夢を

見ている。

十

気持ちのいい響き

昼寝の間の短い夢だった。暖

かな戸外で黒柳徹子さんと4歳
ぐらいの子供たちがピアノを囲

んでいた。どうやら和音を教え

ようとしているらしく、黒柳先

生は「気持ちのいい響きを探す

のよJと言って、ポロンとある
和音をたたいて例を示した。

4、 5人の小さな生徒たちの

うちの 1人の女の子は早速ピア

ノに近寄り、あれこれとけん盤

をたたき始めた。

ところが残 りの子供たちは、

ピアノl~は 目もくれずに、ある

子供は手近にあった輪ゴムをボ

ヨン、ボヨンとはじいてみせる

し、ある子供は木の幹に耳をく

つつけて小さな手でペタン、ペ

タンとたたいている。またある

子供は何を思ったかペタッと座

り込むや、地面に小さなほっペ

たをくっつけてジッと耳をすま

している・・…。

目が覚めてからもしばらく夢

の中にいた。

輪ゴムを鳴らした男の子、キ

ミは輪ゴムで遊ぶのが大好きな

んだよね。いつか大空に向かっ

て飛ばしたときの「ビ、シュー

ン !Jと いう響きの自由さを覚
えていたんだネ。

大きな木 に耳を当てたキミ.

僕にはキミの気持ちがわかるよ

うな気がする。堅い幹に寄 りか

かつて泣いたとき、風は 「ルル

ルーーン |と歌 ってくれたものし

(3)仙台市笠原 良子
かわ い そ うに な り ます 。 育 て る

中 ご単 に物 事 の 良 し悪 し を強 制

す る こ とは 、 f‐ 供 を 縛 り、原 因

を知 らず に表 而 だ け で 判 断 す る

こ と に な る で し ょう 。純 粋 な心

を 大 trlに す る Lで も 、 自由 に 話

せ る 、素 直 に 足1け る と い う環 境

を 作 って あげ た い も の で す 。特

に私 と し て は 、 いか な る 時 に も

冷 静 に彼 の 言 い分 を 剛 い て あ げ

る 努 力 を し て い ます 。 し か し現

実 は生 易 し くな い ぅ 』、す ま 、壁

に 落 書 き を し 、保 の ま ま で逃 げ

回 り 、 FFか ま わ ず お し っ こを さ

れ ます の で 、 か ん じ ゃ く FJち の

母 親 に も な ります .子 供 ほ ど の

忍 耐 が あ れ ば と思 い ます 。彼 は

い く ら しか られ て も flpT度 も チ ヤ

レン ジ し て き ます 。 決 し て恨 ん

だ りし ませ ん 。 ま た しか らオ■泣

きじ ゃ くつ て い て も 突 然 「 も う

泣 か な い .こ め ん な さ い |と微

笑 み ます 。何 か 底 知 れ な い 朋 る

さ と パ ワ ー を 感 じ ます 。我 家 を

盛 り立 て て い る 一人 な の です 。

日に し み る 青 葉 の ころ 、皆 様

に お会 い 出 来 る こと を 楽 し み に

し て お ります 。
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化をバランスよくコン トローール

し、倉J造物に恩恵を与え生かし

ているすさまじい活動に満ちた

字宙の■4「 ・パ ヮ_と は、ほん
とうに素晴らしいと思います。

もし、人 Jが大宇宙から地球

をながめたら、自分達がなぜあ

んなにも土地  財産・主義等に
縛りつけられて共く考えていた

のであろうかと不思議に思うで

しよう,こ のような地球を中,ら、

にした考え方や自分を中心にし

た考え方のワクを超えて宇宙を

「tる ならば宇宙のあらゆる物が

一体である事を知るでし ょう.

そしてll然 を観察することによ

■)て生命力の不思議さ `調和・

どヽ
「
¬■1・ FI■の法員:等 を学ぶ

ことができると思います .

スはこれからこの中かな自然

の中でそれらを学んでいきたい

と思っています。これから春に

なって桓物が成長し活動をする |

ように私も新鮮な気持ちで前進
|

して行 こうと思います。    |

新 人登場 !

今 月 か ら月 例 会 に 出 席 す る こ と

に な つた 安 藤 汐 南 (あ ん ど う .

ゆ な

'さ
ん を ご紹 介 し ます .

●生年月日 ,1984年 3月 4日

0年齢 :満 o歳
t)両親 :安藤澄雄・安藤疇子

(D特 技 :オ ナラ

●月例会出席のきっかけ :両親

の単なる自己満足から

■ひとこと : `… …ブ～ :

こちら[J形 に移 り住んでから

早くも 4カ 月が過ぎました。こ

こ)』 り1ま 、どちらかと言うと宗

教 ●[]襲 や伝統が残ってぃる地

域です=し かし、住んでいる 八

モ|=と ても暖かく素朴です .ま
た、こちらの人たは皆厳しい自

然の中で培われた忍mll強 さを持

つているように見えます

こちらに来て一番驚いたこと

はプ(自 然の素暗らしさと雄大さ

です.lJ涯 す限 ,)■ で覆ゎれた

大地の下で、植物が冬の寒さに

■jえ 忍んでじつと杏が■るのを

行っていると思うと、その生命

力の力lい さを感 じます 生命方
とは 11に ,Ftttでは言いつくせな

いほどの活動エネルギーである

と思います。地 tfk上 で季節の変

今日から前神奈川支部代表の柴田光明氏の連載が始ま 0ま す。柴
Fll氏 |ま 昨年H月 13日 に柴「li文子さんと結婚なされてから山形県新
庄市で新しい生活を始められましたが、都会 (横須賀市)か ら大自

然のふところへ飛び込え′できた感想や発見を数回に渡 って書いて

いただきます。柴田氏は11形 で何を見つけたのでしょう ?

大 自然と私 (1)

今年も下記の通 り、仙台・山形両支部は合同で支部大会を開催い

たします。合同で開くようになつてから早 くも 5回 目……。この
記念すべき大会を意義のあるものにするため、両支部役員一同、

li『
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¬
澪 。鞣 今 、 宇 宙 的 に 鶏 窯 笠 原 弘 可 |

◎プ ロ

13 : Oo

13 : 15

14: oo

■日時 :6月 24日 (日 )
13時 ～17時

0会場 :仙台市市民会館
〒980111台 市桜ヶ丘公

園 4-1 1夏 公国内|

■'0222・ 62・ 4721

仙 台駅から車で10分

0会費 :2000円

大会終了後、別会場において立

食パーテイーを開きます。

0時FPU:18時 ～20時

0会場 :勾当台 (こ うとうだぃ)
会館 .〒

'81 lJ争 =買
分町三丁 目9-6
嘔20222 ・ 22 ・ 3301

0会費 :5000円

… …(〒 98o(山台市国分町二 丁目14-
23 雷o222・ 63・ 4191)を お世

共に宇宙哲学を学び、酒をくみ

交し、徹夜で語 り合 った柳村敏

春氏が、ご栄転により実家のあ

る岩手県に帰 りました。ぃつで

も仙合に遊びに来て下さい。①

グ ラ ム …… … …

支部代表あいさつ

会員体験講演

邸鸞護紺硼

講演「現象の世界と 1堅些 1大会翌 日は希望者により
宇宙空間J  松島方面を観光いたします。

太田節子 (仙台市)1話 いたします。 (予約制)

編 集 後 記

15:30

16: o0

17:00

|あ
る。心配の想念が起 こっても、それはそれで、片や良き想念を起

1骨
::                 3]言 ]::』:

lll覗亜整 、絣貫,言「:「Eξだ::Ё I

|

0春を迎え、すべてがまぶしぃ
ほどにエネルギッシュです。私

たちも心を春にして、大きく深

呼吸してみませんか。

O長い問仙台支部の一員として

夕食会
/´
´

(勾当台会館 )

(市民会館 )

宿泊
~~~ ~

(ニ ューシテ ィー
ホテル)

‐‐̈ 線
アーケード街
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